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あなたのプライバシーを守り ます。
4 月1 日
スタート

個人情報保護条例を制定しました
昨
年
1
2月
の
平
成
5
年
第
4
回
区
議
会
定
例
会
で
、「
足
立
区
個
人
情
報
保
護
条
例
」が
議
決
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
条
例
は
、
す
べ
て
の
個
人
情
報
を
保
護
す
る
と
い
う
内
容
で
、
す
で
に
実
施
し
て
い

る
「
足
立
区
一
子
計
算
組
織
に
係
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
く
、
〝コ
ン
ピ
ュ
ー

夕
で
処
理
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
の
保
護
〟
を
さ
ら
に
拡
充
、
発
展
さ
せ
た
も
の
で
す
。
4
月
1
日

か
a
実
施
し
ま
す
。

個
人
情
報
保
護

条
例
と
は

こ
の
条
例
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
次
の
制

度
を
定
め
ま
し
た
。

□
区
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
に
つ
い

て▽
区
が
持
っ
て
い
る
す
べ
て
の
個
人
情

報
を
保
護
し
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、

自
分
自
身
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
「
開
示
請
求
す
る
権
利
」
を
保
障
し

ま
す
。

▽
個
人
情
報
の
収
集
か
ら
廃
棄
ま
で
の

適
正
管
理
や
適
正
利
用
を
行
い
、
皆
さ

ん
の
権
利
、利
益
の
侵
害
を
防
ぎ
ま
す
。

□
事
業
者
が
持
っ
て
い
る
個
人
情
報
に

つ
い
て

区
内
事
業
者
が
持
っ
て
い
る
個
人
情

報
に
つ
い
て
も
、
一
般
的
な
決
ま
り
を

設
け
、
区
の
施
策
に
協
力
す
る
と
と
も

に
、
個
人
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
を

図
る
ぷ
つ
定
め
て
い
ま
す
。

対
象
情
報

個
人
に
関
す
る
情
報
で
、
特
定
の
個

人
が
わ
か
る
も
の
で
、
文
書
、
図
画
、

写
真
、
フ
ィ
ル
ム
、
磁
気
テ
1
プ
等
に

記
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

実
施

機

関

区
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員
会
が
条
例

の
適
用
を
受
け
る
機
関
(
実
施
機
関
)

と
な
り
ま
す
。

区
が
持
っ
て
い
る

個
人
情
報
の

保
護
措
置

区
が
守
る
べ
き
義
務
と
し
て
、
次
の

ぶ
冫
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

□
区
が
守
る
べ
き
義
務

▽
収
集
に
関
す
る
制
限
…
区
が
行
う
仕

事
の
目
的
夲
通
成
す
る
た
め
に
、
必
要

最
少
限
の
範
囲
内
で
適
法
で
公
正
な
手

段
で
、
直
接
本
人
か
ら
集
め
る
こ
と
を

原
則
と
し
て
い
ま
す
。

▽
適
正
な
管
理
…
個
人
情
報
の
適
正
な

管
理
を
行
う
た
め
、「
正
確
か
つ
最
新
な

も
の
と
す
る
こ
と
」
等
必
要
な
措
置
を

と
る
と
と
も
に
、
個
人
情
報
保
護
管
理

責
任
者
を
設
け
ま
す
。
ま
た
、
個
人
情

報
を
取
り
扱
う
業
務
を
民
間
の
会
社
等

に
委
託
す
る
と
き
は
、
そ
の
保
護
の
た

め
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

▽
利
用
・
提
供
に
関
す
る
制
限
…
個
人

情
報
は
、
集
め
る
目
的
に
合
っ
た
利
用

を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。例
外
と
し
て
、

「
目
的
外
利
用
」「
外
部
提
供
」を
行
う

場
合
は
、「
本
人
の
同
意
が
あ
る
と
き
」

「
法
令
に
定
め
が
あ
る
と
き
」「
審
議
会

の
意
見
を
聴
い
て
、
公
益
上
必
要
が
あ

る
と
き
」等
に
限
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

「
審
議
会
に
意
見
を
聴
く
と
き
」
は
、

あ
ら
か
じ
め
一
定
期
間
、
区
民
の
皆
さ

ん
に
周
知
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

▽
電
子
計
算
組
織
に
よ
る
処
理
…
コ
ン

ピ
ユ
1
夕
に
入
力
す
る
個
人
情
報
を
制

限
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
区
以
外
の
地

方
公
共
団
体
等
と
電
子
計
算
組
織
を
結

ぶ
こ
と
は
原
則
禁
止
し
て
い
ま
す
。

◎
区
民
の
権
利

区
民
の
皆
さ
ん
の
権
利
と
し
て
、
次

の
ぶ
7
な
も
の
が
あ
n
ま
す
。

▽
開
示
請
求
権
…
区
が
持
っ
て
い
る
個

人
情
報
に
該
当
す
る
す
べ
て
の
人
が
、

自
己
情
報
の
開
示
を
請
求
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

▽
訂
正
請
求
権
…
自
己
情
報
に
つ
い
て

事
実
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、
訂
正
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
削
除
請
求
権
…
条
例
に
定
め
ら
れ
た

こ
と
に
反
し
て
集
め
ら
れ
た
自
己
情
報

の
削
除
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
目
的
外
利
用
等
の
中
止
講
求
権
…
条

例
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
反
し
て
目
的

外
に
利
用
、
ま
た
は
外
部
に
提
供
し
て

い
る
と
・認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
そ
の
中

止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
中

止
請
求
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
請
求
の

可
否
の
決
定
を
行
う
ま
で
の
間
利
用
等

を
一
時
停
止
す
る
こ
と
に
な
り
李
す
。

開
示
で
き
な
い

個
人
情
報

区
民
の
皆
さ
ん
か
ら
開
示
の
請
求
が

あ
っ
て
も
、
開
示
で
き
な
い
個
人
情
報

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
個
人
情
報
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
で
す
。

▽
法
令
等
に
定
め
ら
れ
開
示
す
る
こ
と

が
で
忝
な
い
と
さ
れ
て
い
る
も
の
。

▽
個
入
の
評
価
・
診
断
・
判
定
・
指
導
・

相
談
・
推
薦
・
選
考
等
に
関
す
る
も
の

で
、
開
示
し
な
い
こ
と
が
、
本
人
に
と

っ
て
明
ら
か
に
正
当
な
理
由
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
も
の
。

▽
取
り
締
り
・
調
査
・
交
渉
・
照
会
・

争
訟
等
に
関
す
る
も
の
で
、
開
示
す
る

こ
と
に
よ
り
実
施
機
関
の
公
正
次
た
は

適
正
な
行
政
執
行
を
著
し
く
妨
げ
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
。

▽
開
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
第
三
者
の

正
当
な
利
益
が
侵
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
き
。

民
間
が
持
っ
て
い

る
個
人
情
報
に

関
す
る
保
護
措
置

□
事
業
者
の
責
務

事
業
者
は
、
個
人
情
報
を
適
正
に
取

り
扱
う
と
と
も
に
、
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
区
の
施
策
に
協
力
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
ひ
ま
す
。

◎
指
導
、
勧
告
等

区
長
は
、
事
業
者
が
条
例
の
趣
旨
に

反
す
る
行
為
を
し
て
い
る
と
認
め
'
9と

き
は
、
そ
の
是
正
、
中
止
を
指
導
寥
た

は
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
指
導

ま
た
は
勧
告
に
事
業
者
が
従
わ
な
い
と

き
は
、審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、そ
の

事
実
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
瘴
汞
す
。

□
区
が
出
資
す
る
法
人
の
責
務

区
に
は
、
区
が
出
資
し
て
い
る
公
社

等
が
あ
り
毒
歹
の
で
、
こ
の
ぷ
7
な
公

社
等
の
個
人
情
報
の
取
ひ
扱
い
に
関
し

て
、
実
施
機
関
に
準
じ
た
保
護
措
置
を

と
る
も
の
と
し
ま
し
た
。

開
示
・
訂
正
等

の
方
法

開
示
の
請
求
を
受
け
付
け
た
翌
日
か

ら
1
4日
以
内
に
、
開
示
・
非
開
示
を
決

定
し
、
文
書
で
、
請
求
し
た
方
に
連
絡

し
ま
す
。
ま
た
、
訂
正
、
削
除
、
中
止

請
求
に
つ
い
て
は
、
2
0日
以
内
に
諾
否

の
決
定
を
行
い
、
請
求
し
た
方
に
文
書

で
連
絡
し
ま
す
。
な
お
、
開
示
請
求
等

の
際
、
本
人
確
認
の
た
め
に
本
人
が
確

認
で
き
る
も
の
(
運
転
免
許
証
、
パ
ス

ポ
ー
ト
等
)
夲
見
せ
て
い
た
だ
煮
ま
す
。

開
示
請
求
等
の
受
け
付
け
は
、
各
課
ま

た
は
情
報
公
開
課
で
行
い
ま
す
。
費
用

は
、
閲
覧
だ
け
の
場
合
は
、
無
料
で
す

が
、
写
し
が
必
要
な
場
合
は
、
請
求
し

た
方
の
負
衵
と
な
り
ま
す
。

不
服
の
申
立
て

開
示
で
忝
な
い
、
訂
正
で
忝
な
い
と

い
う
決
定
に
不
満
の
と
き
は
、法
律
(
行

政
不
服
審
査
法
)
に
よ
っ
て
、
不
服
申

立
て
が
で
き
ま
す
。こ
れ
に
対
し
て
は
、

公
正
に
判
断
す
る
た
め
、
学
識
経
験
者

に
よ
る
「
公
文
S
公
開
・
個
人
情
報
保

護
審
査
芦

の
意
見
を
聴
い
て
お
答
え

し
ま
す
。

こ
の
制
度
に
対
す
る
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
、
ま
た
個
人
情

報
に
関
す
る
苦
情
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
情
報
公
開
課

　
(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

中
央
本
町
庁
舎
・
情
報
公
開
課
分
室

　
(
3
8
8
0
)
5
0
0
1

新しい助役・収入役・教育委員( 教育長)

が決まりました
任期満了にともない、平成5 年
第4 回区議会定例会で議会の同意
を得て次の通り決まりました。

教育委員( 教育長)

佐 々 木 一 彦

( 再 任)

収 入 役

中 村 正

助役

長井 喜三郎

足立区・ベルモン卜市 姉妹都市
提携10周年記念 区民使節団募集

足
立
区
と
ベ
ル
モ

ン
ト
市
の
姉
妹
都
市

提
携
1
0周
年
の
記
念

事
業
の
一
つ
と
し

て
、8
月
に
区
民
使

節
団
が
ベ
ル
モ
ン
ト

市
を
訪
問
し
ま
す
。

区
民
使
節
団
と
し
て

参
加
さ
れ
る
皆
さ
ん

を
募
集
し
ま
す
。
日

程
・
費
用
等
=
左
表

の
と
お
り
(
A

、B

2
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
)

※
く

わ
し
く
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い

。
各
区
民
事
務
所
、
セ
ン
タ
ー
等

に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

対
象
=
区
民

の
方

申
込
=
1
月
1
7日
(
月
)
、
午
前
1
0

時
か
ら

申
・
問
先
=
J
T
B

北
千

住
支
店
内
ベ
ル
モ
ン
ト
デ
ス
ク

(
3
8
7
0
)
4
5
6
1

企
画
・
問
先
=
国
際
親
善
協
会
(
千
住

本
庁
舎
・
仲
町
分
室
)

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

◎ 毎月1 日( EXP) ・5 日 ・15日 ・25日 発行
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは… …

3882- 1111
(

代
)

千住 本 庁 舎以 外 へ のお 問 い 合わ せ は

そ れ ぞれ の 電話 番 号 へ。

福

祉

(
親
)
医
療
証
は
1
月
1
日

切
り
替
わ
り
ま
し
た

ひ
と
り
愿
一
腰
凍
費
助
虞
と
は
、

保
険
診
療
に
よ
る
自
己
負
担
額
を
助
嵎

す
る
制
度
で
す
。
現
況
届
を
提
出
し
た

方
に
1
月
1
日
か
ら
便
用
す
る
新
し
い

医
療
証
(
ふ
じ
色
)
を
送
付
し
ま
し
た
。

届
い
て
い
な
い
方
は
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
t
、
こ
の
申
請
を
し
て
い
な
い

方
は
お
問
い
合
わ
せ

ぐ
だ
さ
い
。

助

成
対
象
―
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
医
療

保
険
の
加
入
者
で
、
次
に
骸
当
す
る
児

童
(
1
8
筬
に
な
っ
た
年
の
年

度
末
ま
で

骸
当
。
2
0
蔵
禾
揖
で
中
度
以
上
の
障
售

の
あ
る
児
章
を
霖
む
)
と
、
そ
の
児
童

を
養
育
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
万

(
所
刄
制
限
あ
り
)
/
父
母

が
離
婚
/

父
ま
た
は
母

が
死
亡
、
生
死
不
明
、
重

度
障
杏
、
法

令
に
よ
り
1

年
以

よ
拘
蔡

さ
れ
て
い
る
/

父
ま

た
は
母
に
1

年
以

上
遺

棄
さ
れ
て
い

る
/

父
が
い

な
い

(
毋
が
婚
姻
に
よ
a

歹
襲
胎
レ
'
‘
児
童

で

父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
)

助
成

対
象
外
の
方

よ

澡

保
霞
受
給
者
/

心

身
障
害
者
医
療
証
の
受
給
者
/

所
賻
が

制
限
額
以

よ
で
あ
る
/

児
童
福
祉
施
設

零
に
入

所
中

問
先
1
千
住
本
庁
舎
・

児
鴛
医
療
係

公
開
健
康
講
座

日
時
=
1

月
2
6
日
(

水
)
、
午
前
1
0
時

～
正

午

テ

ー
マ
ー
心
と
身
体
の
健
康

管
理

講

師
=
甍

賢

美
子
氏
(
日
本

リ
(

ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン

番
護
学
会
会

長
)

費
用

=
無
料
※
移
動
困
難
な

方
の
た
め
に
、竹
の
褫
障
客
福
祉
館
、

総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
、綾
瀬
駅
、

斉
井
付
近
と
セ
ン
タ
ー
を
緒
ぶ
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
&
通
行
す
る
予
定
で
T

場
・

申
・
問
先
―
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
`
‘
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

4
月
か
ら
の
利
用
者
募
集

高
齢
者
在
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
(
表
―
)
で

は
、

ね
た
き
り
や
虚
弱
な
高
齢
者
が
自
宅
で

豊
か
に
充
実
し
た
忠

駻
登

郷
叮
る
J
A
J

が
で
き
る
ぷ

つ
、
専
門
的
な
指
導
お
よ

び
サ
ー
ビ
ス
を
行
つ
て
い
奪
歹
。

募

集
事
業
=
デ
ィ
ホ
ー
ム

、
機
能
馴
練

、

痴
呆
(
ち
ほ

う
)

性
高
齢
者
デ
ィ

ホ
ー

ム

内

容
等
↓

″
2

申
込
―
直
接
窓

口

期
限

1
2
月
1
0
E
※
入
浴
サ
ー

ビ
ス
、
短
・
中
期
間
入
所
(
痴
呆
性
高

齡
者
夸
雷
む
)
は
、
随
時
募
集
し
て
い

ホ
y

申
・
問
先

=
千
住
本
庁
舎
・
高

齢
者
施
般
運

営
係

表1　 高齢者在宅サービスセンター※ 管 轄 地 域 に つ い て は 、 お

問 い 合 わ せ く だ さ い 。

た だ し 、 痴 呆 性 高 齢 者 デ

イ ホ ー ム 事 業 は 、 国 道4 号

線 の 東 側 を「 さ の 」、 西 側 を

「 扇 」 が 担 当 し ま す。

表2　 高齢者在宅サービスセンター利用募集事業

保
育
園
児
募
集

両

親
が
働
い
て
い
た
り
、
病
気
等
の

理
由
に
よ
り
乳
幼
児
の
保
育
が
で
S

な

い

方
の
た
め
に
、
福
祉
事
務
所
で

は
随

時
、
保
育
園
入
園
の
相
鮫
・
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ネ
'
y
。
た
だ
し
。
年
齢
に

よ

っ
て
腿

吉

が
な
い
櫑
吾

が
あ
り
ま

す
。

問

先
―
管

略
の
福
祉

事
務
所

(
表
3
)

表3　 福祉事務所一覧

年
金・国
保

1
月
～
3
月
分
の

納
付
書
を
送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
料
1
月
A

月
分
の

納
付
書
を
、
1
月
2
1日
に
郵

送
し
李
f
y
。

ま
た
、
今
年
度
保
険
料
完
納
世
帯
と
囗

匣
振
替
利
用
世
帯
に
は
、
国
保
だ
よ
り

を
お
送
吟
し

ま
す
。
国
民
健

康
保
険
料

の
納
期
限
は
毎
月
末
日
で
す

。
納
め
忘

れ
の
な
い
ぶ
R

顴

い
し
本

す
。
便
利

な
口
唇

轡

制
度
も
あ
り
ま
す
。ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
先

=
中
央
本

町
庁
舎
・
資
格
賦
課
係

(
a
)
5
!
l

2
0歳
の
責
任
は

ま
ず
〝国
民
年
金
〟

2
0歳
に
な
I
C

成
人
と
し
て
多
く
の

権
利
と
義
務
が
生
じ
事
f

。
国
民
年
金

に
加
入

す
る
こ
と
も

そ
の
ひ
と
つ

で

す
。
2
0
歳
(

学
生
も
含
む
)

か
ら
6
0
歳

ま
で
の
方
は
、
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・

共
済
年
金
の
い
ず
れ
か
の
年
金
に
加
入

レ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
年
金

は
単
に
老
後
の
暮
ら
し
を
支
・
戞

だ

け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
万
が
一
陣
害
者
に

な
っ
た
と
き
や
、
母
子
家
庭
と
な
っ
た

と
き
な
ど
に
は
年
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
生
涯
膃
り
た
り
確
か
な
生
活
が
で

き
る
ぶ
つ
に
、
年
金
制
度
は
加
入
者
全

員
が
相
互
に
協
力
す
る
こ
と
で
成
り
立

っ
て
い
家
y
。

申
込
―
区

民
弔
務
所

ま
た
は
国
民
年
金
課

問
先
―
中
央
富

町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
～
)
5
1
5
1

2
0歳
に
な
っ
た

障
害
者
の
方
は

「
障
害
基
礎
年
金
」

の
請
求
を

特
別
児
翼
扶
養
手
当
を
も
ら
っ
て
い

る
方
や
、
2
0
歳
前
に
初
診
の
あ
る
同
気

や
ヶ
が
な
ど
で
、
日
常
生
活
に
著
し
く

支
障
が
あ
る
障
害
者
の
男
は
、
2
0
歳
に

な
る
と
「
障
害
基
礎
年
き
が
請
求
で

膏
汞
y
。
た
だ
し
、
障
害
の
程
度
や
本

人
の
所
得
擧
な
ど
に
よ
り
、
年
金
を
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
ひ
嫐
y
。

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国
民
年
金
課
給

付
係

　
(
a
)
5
1
6
5

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等

=
表
4

内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の

支
払
方

法
な
ど

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
国

民
年
金
課
推
進
佩

(
a
)
8
6
1

表4　 ねんきん出張相談　日程6
0歳
説
明
会

日
時
=
1

月
2
4
・
2
5
B
、
午
前
1
0
時
と

午
後
1

時
の
2

回
(
受
け
付
け
は

開

始
3
0
分
前
か
ら
)

場
所
1
千
住
本
庁

舎
7

階

対
象
l

昭
和
9

年
2

月
2

日
I

昭
和
9

年
3

月
1

日

生
ま
れ

の
方

(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)

内
容
=

年
金
制
度
の
し

く
み

と
受

給
手
駲
き
の

説
明
お
よ
び
個
別
相
鮫
(
受
付
順
)

問

先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

教

育

学
童
保
育
室

入
室
児
童
募
集
中

対
象
=
4

月
に
小
学
I
A

年
生
に
な

る
児
童

申
込
―
希
望
す
る
保
育
室
へ

申
請
I
、
家
庭
状
況
表
、
匐
務
証
明
s

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
各
保

育
室
に
あ
り
穿
y

期
限
1
1

月
2
0
日

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・
学
冤
保
育
係

　
(
a
)
?
8
1

指
導
相

談
佩

　
(
a
)
5

ふ
9

上
総
湊
健
康
学
園

6
年
度
入
園
説
明
会

お
子
さ
ん
の
健
康
の
回
復
を
考
え
て

い
る
保
護
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
、
説
明
会

に
お
い
で
く
だ
さ
い

。
日
時
1
1

月
2
9

日
(
土
)
、
午
後
1

時

場
所
l

教
育
研

究
所

対
象

=
現
在
小
学
校
2

～
5
年

缶
で
、
ぜ
ん
息
・
肥
満
・
偏
食
・

虚
弱

等
の
児

騅
と
そ
の
保
護
者

内
容
―
健

柬
学
園
の
先
生
、
保
母
ら
に
よ

る
学
園

生
活
の
説
明
を
ビ
デ
オ
等
を
便
つ
て
行

い

ま
す

問
先

=
千
住
本
庁
舎
・

校
外

学
園
佩

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等

入
学
資
金
融
資

お
早
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
賢
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の

あ
っ
せ
ん
を
し
て

い
李
f
'
。

対
象
L
私
立
の

高
校
・
高
等
専
門
学
校

裘

ほ

大

学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私

立
の
専
蟒
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者

と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
足

立
区
内

に
引
き

続
き
1

年
以
上
住
所
を

有
し
住

民
税
を

蓆
納
し
て
い
な
い
方
/
平

成
4

年
中
の
年
収

が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

▽
給
与

所
得

者
・
・・
支
払
給
与
総
額
1

千

万
円
以
下

▽
事
業
所
辱
者
…
総
所
得

金
額
等
8

百
万

円
以
下

※
前
m

件

に
あ
て
は
ま
る
場
合
で
も
、
取
ひ
扱
い

金
融
機
関
貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受

け
ら
れ
な
い
と
き
も
あ
ひ
ま
す

融
資

金
額
1
1
0
万
円
～
5
0万
円
T

万
円
単

位
)

融
資
対
象
額
↓

刄
筱

入
学
手

胴
巻
時
の
最
低
納
付
額
(

授
業
料
・
寄

付
金
は
対
象
外
)

お
よ

び
制
服
代
・
教

科
S

代
(
1
0
万
円
・
2
万
円
の
定
額
算

定
)

融
資
利
率
=
*

返
済
=
融

資
を
受
け
た
日
の

翌
月
か
ら
1

年
以
内

(
元
金
均
等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融

機
関
―
足
立
信
用
金
度
、
足
立

農
巣
協

同
組
合
の
本
・
一
又
店
、
足
立
区
内
の
嵎

和
信
用
金
屋

保
証
―
金
融
機
関
所
定

の
保
証
を
受
け
て
い
た
だ
孝

畧
'
(

保

証
料
は
区
で

負
担
)

期
限

=
2
月
2
8

曰

豪
甲
し
込
み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0

日
間
か
か
ひ

ま
す
。
志
蒭
扠
が
決
ま
り

黔
レ
た
ら
早
の
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
す
で
に
支
払
い
済
み
の
場
合
は
融

資
で
孝
豕
せ
ん

申
・
問
先

～
千
住
本

庁
舎
・
学
務
第
二
課
振
興
係

健

康

講
演
会
　

ボ
ケ
予
防
対
策

「
こ
れ
だ
け
は
!
」

日
時
1
1
月
3
1
日
(
月
)
、
午
後
2
時

I
t
時

対
象
=
区
内
在
住
・
在
助
・

在
学
の
方

内
容
L
痴
呆
(

‘
'ほ

う
)

の
予
防
と
そ
の

双
簇
へ
の
対
応
に
つ
い

て

講
師
―
!

鋭

彦
氏
(

東
京
都
精

神
保
健
セ
ン

タ
ー
医
師
)

費
用
―
無

料

申
込

`
話

場
・
申
・
問
先
=

中
央
寡
町
保
偈

相
談
所

S
(
3
1
)
l

肥
満
・
糖
尿
病
予
防
教
室

「
肥
満
は

万
病
の
も
と
?
」

日
時
1
1
月
3
1
日
・
2

月
9

日
、
午
後
L

時
3
0
分
I
4

時

対
象
―
区
民

内

容
=
1

日
目

炭

・
篇
尿

鍔
の
し
く

み
、
体
脂
肪
の

測
定
/
2

日
目
・
:
食
事

と
運
励
の

ポ
イ
ン
h
(

実
技
)

講
師
L

渡
部
敏
雄

氏
(
帝
京
大
学
聆
属
市
原

鍔
院
医
師
)
、
栄
養
士

定
員
1
3
0
人

(
先
着
順
)

費
用
1
無
料

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
L
東
和
保
健
相

談
所

　
(
3
8
6
)
4
1
7
1

今
が
チ
ャ
ン
ス
!

糖
尿
病
予
防

日
時
I
I

月
2
7
a
・
2

月
7

日
・
a

月
7

日
、
午
後
1

時
3
0
分
A

時
3
0
分

対

象
―
中
央
本
町
保
健
相
談
所
管
内
の

方

内
容
1
1
日
目
…
糖
尿
病
つ
て
ど

ん
な
病
気
/
こ
れ
だ
け
食
べ
て
も
大
丈

夫
y
燃
や
そ
う
余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

2
日
目
・
・
・
健
康
で
長
生
幸
y
る
に
は
/

リ
ン
ゴ
奮
か
じ
れ
る
歯
と
歯
ぐ
き
の
健

鷹
つ
く
り
I
攬
跼
の
管
理
と
そ
の
予

防
は
歯
の
甼
Λ
れ
か
ら
I
※
希
望
者

に
血
糖
検
憲
を
し
ネ
y
(
有
料
)
3

日

目
…
さ
て

そ
の
病
果
は
1

健
診
糟

果
か
ら
冫

フ
ン
づ
く
り
I

講
師
―
渡

辺
冐
代
氏
(

管
理
栄
養
士
)
ほ

か

定

員
―
如
人
(
先

奮
順
)

費
用
―
無
料

申
込
―
麌
接
窓
口
ま
応
は
電
話

場
・

申
・
問
先

-
中
央
広
町
保
健
相
談
所

魯
(
a
)

―

食
と
健
康
教
室

「
胃
腸
を
い
た
わ
る

食
生
活
の
工
夫
」

日
時
1
1

月
2
8
B
、
午
前
1
0
時
～
1
1
時
3
0

分
/
2

月
7

日

、
午

後
1

時
3
0
分
A

時
3
0
分

対
象
=
胃
c
*
>
£
れ
や

す
い
方
/

田
腸
の
気
に
な
る
万

内
容

I
胃
腸
を
い
た
わ
る
貪
べ
方

、
暮
ら
し

方
、バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
の
工
夫

、

儺
蹶
づ
く
り
の
た
め
の
運
励

、
気
軽
に

で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

定
員

=
3
0

人

死
一

順
)

費
用
―
無

料

申
込

I
電
話

場
・
申
・
問
先
―
江
北
保
健

相
談
所

　
(
1
)
4
0
0
4

肝
臓
を
守
る
上
手
な

お
酒
の
つ
き
あ
い
方

日

時
l
l

月
2
6
日
・
2

月
2
日

、
午
後
L

時
3
0分
A

時
3
0
分

、
内

容
=
1
日

目
…
血
蔽
検
査

、
専
門
医
に
よ
る
講
演
2

日
目
・・
・
肝
臓
痾
を
予
防
す
る
生
活
に

つ
い
て

講
師
↓
-
一
橋
和
巳
氏
(

都
立

松
沢
鍔
院
医
師
)

定
員
1
3
0人
(

先

着
順
)

費
用
1
千
4
4
0円(

検
査
料
)

申
込
―
電
話

場
・
申
・
問
先
1
千
住

保
健
所(1

)
4
2
7
7

講
演
会

「C

型
肝
炎
、最
新
の

治
療
と
今
後
の
方
向

」

日
時
=
1

月
3
E
(

金
)
、
午
後
L

時
3
0

分
-
3
0

分

場
所

=
竹
の
碾
セ
ン

タ
ー

講
師
―
高
松
昌
彦
氏
(

東
京
女

子
医
大
第
1

病
院
医
師
)

定
員
―
沺

人

費

用
―

無
料

申

込

=

電

括

申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
1
5
)
4
1
5
1

フ
ァ
ミ
リ
ー
学
級

日
時
1
2

月
1
7日
(
木
)
、
午
後
L

時
3
0

分
I
4

時

対

象
―
初
め
て
赤
ち
ゃ
ん

を
迎
え
る
ご
夫
婦

内
容
=
蹲
屓

「
こ

ご
も
の
成
長
と

観
の
役
割
」/
爽
習
『
赤

ち
ゃ
ん
の

お
ふ
ろ
』

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
―
足
立

保
健
所
　
(
―
)
4
A
1

講
演
会

「
熟
年
の
健
康
は

足
か
ら
、

歩
く
こ
と
か
ら
」

日
程
等
―
表
5

定
員
1
6
0人
(
先
着

順
)

費
用
―
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
―
江
北
保
健
相
鮫
所

`
‘
(
1
6
)
4
0
0
4

表5　「熟年の健康は足から、歩くことから」　日程

※ 2 月7 日 は 、実 技指 導 かあり ま すの で 、運 動の でき る 服装 でお いで くだ さい 。

みんなの健康 足 立 保 健 所　　3855- 4151
千 住 保 健 所　 　3888- 4277
江 北 保 健 相 談 所　 　3896- 4004
東 和 保 健 相 談 所　 　3606- 4171
中 央 本 町保 健 相 談所　 　3880- 5351
本庁舎( 千住)・保 健予防 係　　3882- 1111(代)

税

金

現
在
持
っ
て
い
な
い

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車

の
税
金
を
支
払
っ
て

い
ま
せ
ん
か

軽
自
励
車
税
は
t
月
1
日
現
在
、バ

イ

ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て
い

る

方
に
か
か
る
税
金
で

す

。
原
励
機
付

自
転
車
や
軽
二

、
三

、
四

輪
車

、
二
輪

小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
た
方
で
呎
に

該
劭
す
る
万
は
届
出
を
す
れ
ぱ
平
成
6

年

寞
以
降
の
税
命
ほ

か
か
り
ま
せ
ん

。

対

象
L
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(

警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃

車
届

は
必
要
で
す
)
/
届
出
を
し
な

い
で
譲
っ
た
り

、
売
っ
た
り
し
た
方
/

解
体
し
た
が
登
録
し

た
李

豕
に
な
っ
て

い
る
男
/

こ
わ
れ
て

乘
れ
な
い
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
方

問
先
=
▽
原
動
機
付

自
転
車
(
5
0
～
s
吠
以
下
)
・
・
・
中
央
本

町
庁
舎
・
軽
自
動
卑
税
係

(
a
)
a

▽
軽
三
輪

、
軽
四

輪
車
(
瞋
∝
以
下
)

・
・・
鰹
自
動
車
検
査
協
会
足
立
支
所

(
9
)
9
5

▽
軽
二
輪
車
(
1
2
5
a
T
s
Q
以
下
)
、

二
輸
小
型
自
励
車
(
s
谿
)
・
・
・
陸
運

支
局
足
立
自
動
卑
検
査
登
録
事
務
所

　
(
1
4
)
1
?
1

生

活

環
境

賃
貸
住
宅
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
す

住
宅
を
お
探
し
の
方
に

、
優
貝
民
間

賃
賃
住
霎

度
等
袰

用
し
建
て

ら
れ

た
賃
貸
住
宅
の
嘴
報
を

、
東
京
都
と
連

携
し
て

提
供
し
て
い
家
T

。

日
時
=

月
卜
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9

時
3
0
分
I

午
後
4
時
3
0
分

内
容
=
所

在
地

、
聞
取
り

、
構
造

、
面
積

、
家
賃

、

問
い
合
わ

せ
先
等

申
込
よ
`
話

場
・
申
・
問
先
L
ま
ち
づ
く
り
公
社

　
(
a
4
)

―

親
水
水
路
減
水
の

お
知
ら
せ

葛
西
用
水
親
水
水
路
お
よ
び
八
か
村

落
し
親
水
練
選
の
エ
亊
に
伴
い
、1
月
t

3
月
に
か
け
て
、取
水
一
を
豕
ら
す

y
」と
が
あ
9
チ
。袤
覡
取
水
停
止

を
x
月
上
旬
に
L
週
間
程
度
予
定
し
て

い
家
歹

。

問
先
―
中
央
本
町
庁
舎
・

排
水
課

　
(
3
a
)
a
j

募

集

学
童
保
育
室臨

時
職
員

学
童
保
育
室
の
指
導
員
の
禰
助
を
し

て
く
れ
る
方
を
募
s
u
て
い
ホ
y
。

勤
務
時
間
=
正
午
1

午
後
5

時
(

変
更

も
あ
ひ

ま
す
)

募
集
人
数
―
若
千

名

賃
金
1
時
給
躅
円

申
・
問
先
=
中
央

本
町
庁
舎
・
学
童
保
斉
係

(
a
o
)
?
8
1

畑
の
オ
ー
ナ
ー
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か

内
容

=
オ
ー
ナ
ー
に
な
る
と
、作
付
け

と
収
繕
豕
仔
い
、わ
ず
ら
わ
し
い
草
刈

ひ
や
水
や
り
等
の
中
間
の
管
理
は
現
地

の
専
門
家
が
行
い
ホ
y
。オ
ー
ナ
ー
は

好
糞
な
と
き
に
行
っ
て
、農
作
羃
を
楽

し
む
こ
と
が
で
孝
季
y
。さ
ら
に
専
門

簟
が
管
理
し
拿
f
ゐ
で
、収
穫
が
確
保

さ
れ
嫐
y

場
所
=
茨
城
県
稲

敷
郡
桜

川
村
神
宮
寺
a

ふ

れ
あ
い
果
樹

園
神
富
寺

野
菜
の
種
類
と
料
金
(

種

お
よ
び
苗
の
料
金
を
含
む
)
l
管
理
の

都
合
上

、
野
菜
は
次
の

中
か
ら

お
邏

び

く
だ
さ
い

種
類
L
さ
つ
ま
芋
・
:
1
万

3
千
円
/
里
芋
・
:
1
万
3
千
円
/
な

す
・
葉
物
(
ほ
う
れ
ん
草
、レ
タ
ス
等
)

:
i
万
t
千
円
/
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
・
葉

物
・
・・
1
万
1

千
円

畑
の
み
(
作
付
け

、

収
穫

、
管
理
を
オ
ー
ナ
ー
が
行
う
)
・
・・
1

万
円
/

そ
の
他
の
バ
タ
ー
ン

も
あ
り

李

歹
の
で

、
ご
相
談
く
だ
さ
い

募
集

区
画

-
4
0区
図
(

―
区
図
5

坪
)

申

込
―
往
復
(

ガ
キ
に

、
住
所

、
氏
名

、

電

話
番
号

、
野
菜
の
種
類

、
畑
の
オ
ー

ナ

ー
希
黛

と
明
記

期
限
l
1

月
3
1日

申
・
問
先

=
勦
労
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ

ー

〒
圀
綾
瀬
1
-
3
4
-
7

(
1
)
a

初
心
者
向
け

ワ
ー
プ
ロ
教
室

日
時

=
▽
3
日
間
コ
ー
ス
・
・
・
2
月
2
3
日

‘
j
2
5
m
'
午
前
の
邵
(
午
教
…
一
時
～
午

後
F
時
)
/
午
後
の
部
(
午
俊
1
時
～
5

時
)
/
夜
間
の
部
(
午
後
6
時
3
0
分
I
9

時
)
マ
土
曜
コ
ー
ス
・
‘
&
昼
百
、

午
前
9
時
～
午
後
t
時
マ
日
曜
コ
ー

ス
…
2

月
2
7
日
、
午
前
1

時
I

午
後
4

時

場
所
L
動
労
福
祉
会
館

対

象
L

区
内
在
住
・
在
励
の
ワ

ー
プ
ロ

初
心
者

定
員

L
各
コ
ー
ス
2
0
人

費
用

1
3
日

間
コ
ー
ス
・・・
8
千
円
/

土
・
日
コ

ー
ス

・
:
7
千
円

※
い
ず
れ
の
コ

ー
ス

も
N
E
c

又
豪
ミ
ニ
を
便
用

申
込
―
往
復
(

ガ
キ
に
住
所

、
氏
名

、
年
齢
、
電
話

番
号

、
希
望
コ

ー
ス

産
明
記

期
限
l

F
月
2
6
日
消
印
有
効

申
・
問
先
I
サ

ー
ピ
ス
セ
ン
タ
ー
ゆ

っ

〒
1
2
0綾

瀬
1
-
3
4
-
7

(
a
)
3
a

パソコン

( Wi ndows3. 1)

体験講座

日
程
等
I

詼
6

対
象
―
区
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
1
8
斌
以
上
の
パ
ソ

コ
ン

初
級

者
/
W
i
n
d
o
w
s

初

心
者

定
員
1
2
0
人
(
抽
選
)

費
用
1
6

千

円
(
テ

キ
ス
ト
代
含
む
)

申
込
1
往

復
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別

職
業
、
電
話
番
号
産

明
記

期
限

=
1

月
2
6日
消
印
有
効

申
・
問
先
=

生
涯
学
習
館

〒
9
柬
竣
瀬
1
-
5
-
1
7

　
(
a
5
)
7
1
?

表6　パソコン体験講座　日程

時間は、いずれも午後7時～9時

お
し
ら
せ

建
設
工
事
等
の

競
争
入
札
参
加
資
格

申
請
の
追
加
受
付

平
成
6

年
度
に
区
の
燧

設
工

事
等
の

蕀
争
入
札
に
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は

申
請
し
て

く
だ
さ
い

。

受
付
期
間
=

2
月
2

日
A

日
(

土
・
日
曜
日
を
除

く
)

受
付
時

間
I
午
前
9
時
3
0
分
～

午
後
t
時
(
正
午
I
午
後
L
時
&
扱

く
)

受
付
場
所
1
千
住
太
庁
舎
4

階

入
札
室

申
請
用

紙
L
東
京
都
財
務
局

指
定
用
紙
(
東
京

都
弘
済
会
で
販
売
)

案
内
書
配
布
・
問
先

=
千
住
本
庁
舎
・

契
約
第
一
係

教
育
研
究
所
臨
時
休

館
・
貸
し
出
し
中
止

殺
虫
消
毒
作
業
等
の
た
め
、
休
館
し

ま
す
。

期
間
l
l

月
2
2
・
2
3
日

な

お
、
2
2日
(

土
)

は
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

も
休
み
ま

す

問
先

=
敵
膏
研
究

所

　
(
a
)
a
l

綾瀬新橋の改良
工事を行います
期間=1月20日～5月31日　
場所= 下図のとおり ※
工事期間中は終日片側一車
線交互通行になります 問
先= 東部工事事務所
( 3602) 8833

掲
示
板

■
「
法
律

扶
助
の
日
」
記
念
無
料
法
律

相
談

1
月
2
2
日
(
土
)
、
午
前
1
0
時

～
午
後
3
時
/
都
内
の
法
律
事
務
所
約

川
ヵ
所
/
1
月
1
9
日
～
2
1
日
、
午
前
1
0

時
～
午
後
t
時
に
電
話
予
約
/
(
財
)
法

暉
扶
助
協
会
新
宿
法
堡

勗

セ
ン
タ
ー

予
約
先

　
(
～
7
1
)
3
8
1
1

問
先
合
(
～
8
)
l

■
ご
み
袋
は
都
推
奨
の
半
透
明
ポ
リ
袋

で
(
1

月
1
7日
か
ら
本
格
実
施
)

可

燃
ご
み
・
・・
都
推
奨
の
半

透
明
ポ
リ
袋

(
炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
入
り
)
/
不
燃
(
分

別
)

ご
み
・・・
中
身
が
思

戞

裹

で
/

レ

ジ
袋
は
、
例
外
的
に
罷
閼

・
半
透
明
に

限
り
ご
み
袋
と
し
て

儷
用
で
罌

チ
/

氏
名
は
s

か
な
く
て

も
よ
い
で
f
'
/
黒

い
袋
や
段
ボ
ー
ル

糢
な
ど
で
は
絶
対
に

出
さ
な
い
で

ぐ
だ
さ
い
/

足
立
東
灣
掃

事
務
所

酋
(
a
)
0
7
1
1

足
立
西
清
掃
事
務
所

(
1
)
2
1
4
1

■
家
内
労
働
者
・
個
人
事
業
主
の
た
め

の

傷
病
共
済
制
度

給
付
金
・
:
A
コ

ー

ス
ー
日
3

千
円
、
B
コ
ー
ス
ー
日
5

千

円
/

満
1
5
蔵
1
6
9
蔵
で
都
内
在
住
・
在

勦
の
方
と
そ
の
覃
族
従
業
者
/

掛
け
金

は
コ
ー
ス
や
年
齢
等
に
よ
n
興

な
り
ま

す
/
(

財
)

東
京
都
勤
労
福
祉
協
会

　
(
3
2
a
)
1
1

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
(

社
)

倫
理
研
究
所
足
立
高
砂
実
践

部
講
演
会

1
月
習
只
日
)
、午
前
1
0

時
～
正
午
/
綾
瀬
プ
ル
ミ
エ
/
「今
を

生
き

る

二

度
と

な
い

人

生

だ
か

ら
ン

無
料
/

三
田

(
3
～
)
8
5
1

=
募

集
=

☆
太
極
拳
青
井
サ
ー
ク
ル

毎
週
火
疆

日

、
午
後
7

時
I
9

時
3
0
分
/

弘
遭
住

区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

入
会
金
千
円

、
月

額
1

千
円
/

及
川

(
a
4
0
)
0
2
4
0

☆
油

絵
教
室
(

ひ
ま

わ
り
会
)

砥
月

第
1
・
2
月
曜
日

、午

後
7
時
I
9

時
/

エ
ル

ーソ
フ

ィ
ア
/

入
会
金
2

千
円

、

月
額
2

千
匐
円
/

大
曽
根

(
e
)
?
4
1

☆
女
声
コ
ー
ラ
ス
(
コ
ー
ル
は
ま
な
す
)

第
7
王
曜
日
・
第
4
日
曜
日
、午
前

m
一
時
1
1
1
時
3
0
分
/
日
ノ
出
町
労
音
東

部
セ
ン
タ
ー
/
月
額
千
s
円
/
初
心
者

歓
迎
/

二
階
堂

(
a
)
9
A
(

夜
間
)

☆
チ
ャ
ク
ラ
ヨ

ー
ガ

福
鑾
薩
日
、

午
前
1
0
時
～
正
午
/
高
浜
セ
ン
タ
ー
/

入
会
金
千
円

、
月
額
千
崩
円
/

初
心

者

歓
迎
/

加
藤

(
a
7
)
8
a

☆
茶
道
裏
千
家
(
し

め
じ
会
)

初
心
者

講

習
会

毎
週
水

曜
日

、
午

後
6

時

ふ

時
/

青
年
セ
ン
タ
ー
/

全
1
0
回
7

千
円
/

岩
井

(
1
2
)
1
7
(

夜
間
)

☆
ヨ
ー
ガ
(
サ

ッ
ト
ウ
ワ
)

毎
週
月

腥
日

、
午
後
L
時
1
5
分
～
1

時
4
5
分
/

中
央
本
町

セ
ン
タ

ー
/
入

会
金
2

千

円

、
月
額
2
千
円
/

萩
野

(
1

‘
2

肖

● 1 月26 日は文化財防火デーです。「 守る　 伝 える　 文化の遺 産」《東京消防庁》 ◎ 平成5 年分の法定調書の提出期限は、1 月31 日です。《足 立・西新井税務所》
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ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル

日
時
=
3
月
1
8日
(
夜
)
～
2
1日
(
夜
)

帰
京
予
定
(
3
泊
4
日
、
車
中
―
泊
)

場
所
=
長
野
県
志
賀
高
原
熊
の
湯
ス
キ
1

場

定
員
=
7
0人
(
先
着
順
)

費

用
=
5
万
9
千
円

※
昼
食
、
リ
フ
ト

代
は
自
己
負
担
で
す

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=
足
立
区
ス
キ
1
協
会

堀

内
信
治

　
(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

区
民
ス
ケ
ー
ト

の
つ
ど
い

日
時
=
A

・
2
月
4

日
(

金
)
(
雨
天
の

場
合
9

日
)
、B
・
2
月
1
8日
(
金
)
(
雨

天
の
場
合
2
3日
)
、い
ず
れ
も
午
後
6
時

～
8
時

場
所
=
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾

瀬

定
員
=
両
日
と
も
同
人

費
用
=

無
料
(
貸
し
靴
は
各
自
負
担
で
す
)

申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
日
、住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
同
伴
者
名

(中
学
生
以
下
の
場
合
)
を
明
記

※
1

枚
の
(
ガ
キ
で
3
人
ま
で
記
入
可
、A

・
B
両
日
を
希
望
す
る
時
は
別
々
の
(

ガ
キ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い

期
限
=
1

月
2
9日
必
着

申
・
問
先
=
足
立

区
ス
ケ
ー
ト
連
盟

長
谷
部
堺

〒
a

千
住
寿
町
2
6
」5

(
3
8
8
1
)
9
0
6
5

第
2

回

足
立
区
水
と
緑
の

写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
発
表

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
次
の
方
の
作
品
が
入
賞

し
ま
し
た
。(順
不
同
、
敬
称
略
)

最
優
秀
賞
=
石
川
公
三
郎
「
緑
陰
を
走

る
」

優
秀
賞
=
清
野
一
嘉
、
和
田
光

夫
、佐
藤
孝
、飯
塚
薫
、広
瀬
太
一

入

選
=
飯
田
芳
正
、
原
田
公
、
鈴
木
孝
、

梅
沢
千
恵
子
、渋
谷
成
夫
、
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情報コー ナー
世帯と人口( 5 年12月1 日 現在)

世 帯　258, 775
人口　644, 701 人
男　327, 739 人
女　316, 962 人

郷土博物館
企画展　地域へそそぐ眼差
―江戸時代の地誌と足立の地域像―

1 月15日～3 月13 日

江戸時代後半に編さ んさ れた地
誌の記事に記されたり、 風景画の
浮 世絵のなかに描 かれた当時 の足
立区の姿をさぐる展示で す。この
街のイメージがどのように かたち
づく られたかを理解してい ただけ
る 内容になってい ます。ぜ ひご 来
館く ださい。
主 な 展 示 品= 厂江 戸 名 所 図 会」
「新編武蔵風土記」 名所 江戸百
景「千 住の大はし」など

足立区非常勤職員( 仮称・

遺跡発掘調査員)の募集

資格= 考古学で卒業論文を提出
し、学芸員資格を有する方/ 特に
遺跡発掘調査を3 年以上経験され
た方 定員=1 人 勤務日数等==1
日7 時間30分で週4 日 報酬=

月額21万円程度( 交通費別) 申
込= 履歴書を1 月31日までに郵送
申・問先= 郷土博物館 〒120 大
谷田5- 20- 1 　3620- 9393

外国の方のための
「お花と折り紙」講座

区内 在住 ・在勤の外国の 方を 対
象に、 日本文化を理解 するた めの
講座を開 催し ます。日 本語と 英語
で行い ます。 外国の方にご紹 介く
ださい。(日本人の参加はでき ませ
ん)
□ お花
日時=1 月25日( 火) 、午 後1 時
～3 時30分 定員=15 人( 先着順)
□ 折り紙
日時=1 月26日( 水 八 午 後1 時
～3 時30分 定員=20 人( 先着順) 　

いずれも
場所= 梅田 センター( エ ル・ソフ
ィア内) 費用= 無料 申込= 電
話 申 」問先= 国際 親善協会
3882- 6297

青少年指導者養成セミナー

「楽しみながらゲームを学ぶ( 3

)

～ゲームとソングにあわせて～」

レクリエーションを音楽に合わ
せて楽しみます。日時等= 右表の
とおり 場所= エル・ソフィア
対象= 青少年育成活動にかかわっ
ている方( 16 才以上) 講師= 千
葉佑氏( レクリエーションコーデ
ィネータ一) 費 用= 無 料 申
込= 電話 期限=1 月25日 申・
問先= 千住本庁舎・少年育成係
3882―l l l l㈹ ※ 時間はいずれも午後7 時～9 時

区民救急法講習会
日時=2 月20 ・26 」27日、3 月6
日、午前9 時 ～午後5 時、2 月26
日のみ午後1 時 ～午 後9 時( 全4
日間) 場所= 動労 福祉会館 対
象=16 歳以上の区内 在住・在動・
在学の方 講師= 日本赤十 字社指

導員 定員=60 人( 抽 選) 費用==
無料( 教 材費910円自 己負担) 申
込= 往復ハガ キに住所、氏名( フ
リガ ナ) 、生年月日、職業、電話番
号、「救 急法希望」と明記 期限=2
月4 日必着 申 ・問先こ千住本

庁舎・体 育振興係 〒120 千住1 」4- 18
　3882- 1111 ㈹

青年センターの催し

□ 子育てサロン
日時=1 月19日( 水)、午前10時
～正午 内容= 子育てについて若
いお母さんどうしで自由におしゃ
べりするサロンです。ボランティ
アのお母さん方による、絵本など
のお話し会もあります。費用= 無
料 申込= 当日直接会場へ
□ 手作り教室「ねんどを作ろう」
日時=1 月26 日( 水) 、午前10
時 ～正午 対 象= 幼児の

いるお母さん 定員=20 人
(先 着 順) 費 用=400 円
(材料費) 申 込=1 月18
日の午前9 時 から電 話
※ 子育てに関す る催し では
お 子さんの保 育を 行ってい
ます。お問い合わ せくださ
い。
□ あなたの隣に外 国人労働
者
日時 等= 右表のとおり 対
象=10 代、20代の 青年 内
容= 外国人労働者 の問 題を
一 緒に考えます 定員=30
人( 当 日先着順) 費用=
無料 申 込= 当日 直接会場
へ

□ 国 際 交 流 イ ベ ン ト「も ち つ き 」

日 時=1 月30 日 〔 日 〕、 午 後2 時

～4 時 内 容= 日 本 の 文 化 ・風 習

を 体 験 で き る 「 も ち つ き 」 を 行 い

ま す 。対1= 外 国 の 方 定 員=30

人( 当 日 先 着 順) 費 用=500 円

申 込= 当 日 直 接 会 場 へ

※ 外 国 の 方 向 け の イ ベ ン ト に つ き 、

日 本 人 の 参 加 は ご 遠i く だ さ い

い ず れ も

場 」申 ・ 問 先= 青 年 セ ン タ ー

西 新 井1 ―4 ―17 　3890- 0061

※ 時間はいずれも午後7 時～9 時

女性総合センター
「男と女の料理教室 」
生活的に自立した男 性を めざし

て 、料理づくりから チャレン ジし
て みませんか。女性も大歓迎です。
日時=2 月2 日 ～3 月2 日の毎週
水 曜日、午後6 時30 分～8 時30
分( 全5 回) 対象= 区内 在住・

在動 ・在学の方 定員=40 人( 抽
選) 費用= 材料費4000 円( 5 回
分) 申 込= 往復ハガ キに 住所、
氏 名( フリガ ナ) 、年齢 、職業 、電
話 番号、希望理由、「男 と女の 料理
教室」 と明記 期限=1 月24 日必
着

女と男のフリースペース
―今、揺れる子供たち―

電話相談等を実際受けているフ
リーライターの北村年子さんをお
招きして、思春期の悩みや、大人
社会の問題点を語っていただきま

す。日時=1 月28 日( 金) 、午後6
時30 分 ～8 時30分 対象= 区内在
住 ・在勤 」在学の 方 定員=30 人
(先着順) 費 用= 無料 申込=
電 話

介護入門講座
介護をする人、受 ける人、双方

に とってより良い 介護の基礎を学
び ます。 日時=2 月1 日～3 月22
日の毎週火曜 日、午後2 時～X1

時( 全8 回) 内容 」講師= 「親を
看 るJ 武田京子氏( 評論家) 、「高
齢 者を 理解する」 長田久 雄氏{ 都
立医 療技術短大助教 授} 、「日常生
活の援 助」介護グ ループ 定員=30
人( 抽選) 、 費用==無 料( 教材

費実 費負担) 、 申込== 往復ハガ キ
に住所 、氏名、年齢 、職業 、電 話
番号、 希望理由、「介護入門講座」
と明 記 期限=1 月21 日必着

い ずれも
場・申 ・問先= 女性 総合センタ ー
〒123f g 田7 ―331
3880- 5222

「あだち広報」は再生紙を使用しています I . J . 240, 000


